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序

盛岡市は， 北上平野を縦断する北上川と， その東西に位置する奥羽山脈と北上山

地から流れ出る雫石川・中津川との合流点に位置し， 雄大な岩手山や姫神山を望む

約30万人の人口を抱える岩手県の県都です。 北東北の拠点都市として緑豊かな環境

と高度都市機能の調和したまちづくりを目指しています。

市内には旧石器時代から江戸時代まで 786箇所の遺跡が存在します。 その中に

は， 国・県・市指定の史跡として保存・活用が図られているものもありますが， 各

種開発等によって姿を変え 消滅していく遺跡があることも事実であります。

盛岡市では， 文化財保護の立場から， 国の補助を受け市内各地の個人住宅建築に

ともなう調査を継続的に実施しており， 当市の歴史を紐解くうえで， 大変貴重な成

呆をあげております。

本書は， 平成26年度に実施した市内遺跡群のうち宿田南遺跡の発掘調査報告書で

あります。 市民の皆様の地域理解の一助として， また学術的な研究資料として広く

活用いただけましたら幸いと存じます。

最後になりましたが， 発掘調査を実施するにあたり， 多大なるご指導やご助言を

賜りました文化庁文化財部記念物課ならびに岩手県教育委員会生涯学習文化課に対

して， 深く感謝を申し上げるとともに， 発掘調査にご理解とご協力を頂いた地権者

各位ならびに地元関係者の皆様に厚く御礼申しあげます。

平 成 29年3月

盛岡市教育委員会

教育長 千葉仁一





例

1. 本書は， 平成26年度固庫補助事業「盛岡市内遺跡群」 の発掘調査報告書である。

2. 本書は遺構及び遺物の実測固などの資料呈示を意図して， 編集執筆は室野秀文， 鈴木俊輝が担当し， 菊
地幸裕， 津嶋知弘神原雄一郎， 花井正香， 佐々木亮二，今松佑太， 及川栗里が協力した。

3. 遺構の平面位置は， 日本測地系を用い， 平面直角座標X系を座標変換した調査座標で表示した。
宿田南遺跡 調査座標原点 X -32 ;α)().αm RX:i::O.l∞o 

Y+ 25，α)().α)(} RY土0.1∞o

4 . 高さは標高値をそのまま使用している。

5. 土層圏は堆積のあり方を重視し， 繰の太きを使いわけた。土層註記は層理ごとに本文でふれ. 個々の層
位については割愛した。 なお， 層相の観察にあたっては『新 版 標準土色帖J (2013小山正忠・竹原秀雄編

日本色研事業側発行)を参考にした。著

6 . 遺構の名称及び記号は次のとおりである。

建
柱

遺 構
物 跡
列 跡

遺 構
土 坑
竪穴建物跡

遣 構
溝跡・堀跡
そ の 他

7 . 使用した地図は国土交通省国土地理院発行の2万5千分の1 I盛岡」 「小岩井農場jの地形図を5万分
の1に縮小したものである。

8. 発掘調査に伴う出土遺物及び諸記録は， 盛岡市遺跡の学び館で保管してある。

9 . 本調査の一部については， 現地説明会資料等により報告しているものがあるが， 本書の記載内容をもっ
て訂正する。



10. 調査体制 一 平成26年度一
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I 平成26'"-28年度発掘調査の概要

1 . 平成26・27年度事業の概要

市内遺跡群 盛岡市内には. 現在786筒所の遺跡が周知の埋蔵文化財包蔵地として登録されている。近年で
は周知の遺跡内における大規模公共事業(区画整理. 道路等). 各種民間開発， 個人住宅建築等
の土地開発にともなう事前の発掘調査や試掘調査を毎年30件前後実施している。平成26年度は発
掘調査・試掘調査(公共事業・各種民間開発・個人住宅等)をあわせて17件実施した。

発掘調査 平成26年度の国庫補助事業(盛岡市内遺跡群発掘調査事業)で実施した発掘調査は， 本調査 2
件である(第1表)。赤聾遺跡第3次調査では平安時代の土器焼成遺構などが確認され， 平成27
年度まで2ヶ年にわたる調査を実施した。報告書については平成29年度刊行予定である。

遺 跡 名 所 在 地 調査期間 調査面積 調査原因
宿田南遺跡(第11次) 盛岡市北夕顔瀬町 26-21 14.04.16 - 0528 124 rrf 個人住宅建築

赤接遺跡(第3次) 盛岡市西青山一丁目21.16ト2 14.11.04 - 1225 578 rrf 個人住宅建築

赤聾遺跡(第4次) 盛岡市西青山一丁目21.16ド2 15.05.11 - 06.30 510 rrf 個人住宅建築

第 1表 平成26・27年度 盛岡市内遺跡群発掘調査事業調査遺跡一覧

2. 平成28年度事業の概要

発掘調査 平成28年度は， 発掘調査・試掘調査をあわせて23件実施した(学術調査・現状変更除く)。こ
のうち国庫補助事業(盛岡市内遺跡群発掘調査事業)で実施した発掘調査は， 本調査 4 件である
(第2表)。本調査は西鹿渡遺跡第却次調査， 台太郎遺跡第87・88次調査， 西黒石野遺跡第14次
調査で， 平成28年度調査遺跡については， 来年度以降に報告書を刊行予定のため， 第2表に所在
地・調査期間・調査面積を示すのみとした。

遺 跡 名 所 在 地 調査期間 調査面積 調査原因
西鹿渡遺跡(第初次) 盛岡市三本柳2地割35-17 16.0427 - 0524 73 Irl 個人住宅建築

台太郎遺跡(第 87次) 盛岡市向中野二丁目37-68 16.05.16 -侃.03 61 Irl 個人住宅建築

台太郎遺跡(第部次) 盛岡市向中野二丁目37・68 16.05.16 - 06.03 61 Irl 個人住宅建築

西黒石野遺跡(第14次) 盛岡市黒石野二丁目お-32 16.12.15 - 12.16 36 Irl 個人住宅建築

第 2表 平成28年度 盛岡市内遺跡群発掘調査事業調査遺跡一覧
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3. 盛岡の地形・地質

盛岡市は東に北上山地， 西に奥羽山脈を擁し， 北西には岩手山(2，038m)を望む。 中央の北
上平野には東北ーの大河である北上川が流れる。 北上山地と奥羽山脈は， 構成する地質やその形
成年代が異なるため. 東西の地形の様相は大きく異なる。 また， 岩手山を含む入幡平火山地域の
火山活動も盛岡の地形・地質に大きく影響を及ぼしている。

北上山地 北上山地は日本列島の中でも形成年代の古い地層が分布する地帯であり， 地質構造上， 古生代
や中生代の堆積岩および花両岩からなる。北上山地はその主要な境界である早池峰構造帯により，
北部北上山地と南部北上山地に区分される。盛岡市東部は早池峰構造帯の西韓にあたる。 これら
の山地縁辺には， 中樟川・築川などの北上川水系の河川やその支流により浸食された正陵地や中
位・低位の段丘が発達している。盛岡市北東部を流れる中樟川は， その最大支流である米内川と
盛岡市浅岸付近で合流して水量を増し，市街地を西流して北上川と合流する。集川は盛岡市東部，
北上山地の分水嶺となる岩神山(l，103m)の西斜面より流れ， 最大支流である根田茂川と盛岡
市水沢付近で合流し， 閉伊街道(宮古街道)に沿って蛇行しながら， 盛岡市東安庭付近で北上川
と合流する。その琉れは丘陵地や高位段正面を開析して流域沿いに中・小規模な低位段丘を形成
する。

奥羽山脈 奥羽山脈は北上山地に比べると比較的新しい新第三紀からなる非火山地域と， 第四紀に形成さ
れた新規火山地域に区別される。 岩手山はこの新規火山地域に含められる。 奥羽山脈より束流す
る雫石川は， 雫石盆地を形成し盛岡市北の浦付近において急設に流路が狭められ， 北上平野に流
れ込む。 雫石川北岸および南岸ではその地質が大きく異なる。雫石川北岸には， 岩手山起源の大
石渡岩屑なだれ堆積物を基盤とした火山灰砂台地(滝沢台地)が広がっている。その範囲は盛岡
市北部から滝沢市北部まで広範囲に及んでいる。 雫石川南岸は. 雫石川の流路転換によって運ば
れた土砂で形成きれた沖積段丘が広がっている。 その規模は東西約 8.0km， 南北 3.5km で， 段
正上からは主に古代から紅戸時代にかけての遺跡が多数確認されている。 現在は宅地造成や圃場
整備が進み， 旧地形を留めているところは少ないが， 航空写真などを見ると旧河道の流路が残さ
れた水田や古い住宅街の区割り等で確認できる。

4. 歴史的環境

旧石器時代 旧石器時代の遺跡は， 市街地から北東へ約 11kmの盛岡市薮川字外山に小石川遺跡が所在す
る。 山岡部の小河川に臨む台地上にあり， 後期旧石器時代の遺跡で木葉形尖頭器や石核， 剥片，
台石などが出土している。 また， 対岸には細石刃や石核の採集された大橋遺跡がある。

縄文時代 滝沢台地上に立地する大新町遺跡・大館町遺跡・安倍館遺跡からは， 草創期の「爪形文土器」
が出土している。 滝沢台地上には後続する縄文時代早期の遺跡が数多く存在し， 前述の 3 遺跡以
外にも大館堤・館坂・前九年遺跡などで早期初頭~末葉の土器が出土している。縄文時代前期は
日本列島全体で温暖化が進み. 遺跡数が増加し大規模な集落が出現する時期である。 しかし， 盛
岡周辺に限つては北上山地内に散見するのみで遺跡の数は少ない。 これは，約6，0∞年前に起こっ
た岩手山の山体崩壊による自然災害の影響が関連していると考えられている。縄文時代中期にな
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ると遺跡教は爆発的に増加し， 雫石川南岸の沖積平野を除く， 広い地域に分布する。繋V・大館
町・柿ノ木平・JII目C遺跡など， 主要河川の流域に大規模な拠点集落が営まれるようになる。後
期から晩期には， 集落の規模は小さくなり， 遺跡数も減少する。柿ノ木平遺跡や大葛遺跡では後
期初頭の集落， 蒋内遺跡や湯壷遺跡では後期から晩期の集落が確認されている。また， 宇登遺
跡・上平遺跡では晩期の遺物包含層，手代森遺跡では晩期の集落と遺物包含層カ帯寵されている。

弥生~古墳 弥生時代の遺跡教は少ないが， 浅岸地区の向田遺跡， 堰根遺跡で前期(砂沢式期)や終末期
(赤穴式期)の土器を伴う竪穴建物跡が確認されている。古墳時代の集落遺跡は現在のところ確
寵されていないが， 永福寺山遺跡や薬師社脇遺跡で北海道系の形態をもっ士坑墓群が検出されて
いる。永福寺山遺跡では後北C2・D式土器と古式土師器が共伴し， 薬師社脇遺跡では古式土師器
が坦納されていた。

古 代 古墳時代終末から奈良時代にかけて， 雫石川南岸等沖積面の遺跡が飛躍的に増加する。 7世紀
中ごろには上回蝦夷森古墳群. 8世紀代には太田蝦夷森古墳群， 高舘古墳群などの終末期古墳が
築造され. 野古A遺跡， 台太郎遺跡， 百白木遺跡などで安定した集落が形成される。

平安時代になると， 延暦22年(803)に陸奥国最北端の城柵志波城が造営された。志波城は陸
奥北部地域の経営拠点であると同時に， 北方地域との結節点でもあったが， 雫石川の水害を理由
に， 弘仁4年-5年(813-814)に徳丹城(矢巾町)へ移転している。その後9世紀中ごろより，
陸奥北部の経営は鎮守府胆沢城に集約されていく。志波誠東側の林崎遺跡， 大宮北遺跡， 小幅遺
跡では， 集落の中に官衛的な建物群が存在している。同様の建物跡は堰根遺跡でも確認されてお
り， 在地の有力者が律令体制を背景に台頭する様子がうかがえる。この時期の集落は沖積面だけ
ではなく. 上猪去・緒去館・新道E遺跡など， 山麓台地や丘陵の斜面部にも拡がりをみせる。10
世紀後半から12世紀までの遺跡は非常に少ないが， 大新町遺跡や上堂頭遺跡， 高松神社裏遺跡で
は10世紀後半頃の掘立柱建物や竪穴跡と土器が出土している。12世紀の村落や屋敷， 居館の遺構
は落合遺跡や堰根遺跡， 稲荷町遺跡などで確認されている。また， 奥州藤原氏の影響下にあった
と考えられる宗教遺跡も多数存在する。12世紀以降， 街道筋や山頂などに経塚が築かれるように
なり， 内村遺跡では経塚に埋納したとみられる常滑窯産の大童が出土しているほか， 湯壷経塚
からは常滑の三筋文壷， 一本松経塚からは渥美窯産の壷が発見されている。大宮遺跡では大溝
から12-13世紀のかわらけが出土している。

中 世 鎌倉時代から室町時代については， 台太郎遺跡で居館と村落跡， 墓域等が確認されている。戦
国期の盛岡周辺は， 南部氏， 斯波氏などの衝突が散しかった地域であるが， 市内に数多く分布す
る城館跡の多くは， 室町時代から戦国時代のものと考えられている。こ れらの城館跡は丘陵や山
頂など見晴らしのよい場所だけでなく， 平野部の徴高地などにも多数築かれている。現在の盛岡
城の場所には南部氏の家臣であった福士氏が築いた北館(慶普館). 商館(淡路館)からなる不
来方城が存在した。

近 世 現在の城下の町並みの形成は， その南部氏の盛岡城築城から始まる。九戸合戦終結後の天正19
年(1591). 甫部信直は帰還する豊臣寧の箪監浅野長政から不来方城において， こ の不来方の地
に新城を築くよう， 積極的に奨められている( r祐清私記J )。その後， 慶長2年(1597)より
盛岡城の築城は始まり， 寛永10年(1633)に一応の完成をみる。

(鈴木 俊輝)



E 宿田南遺跡(第11次調査)

1 . 遺跡の環境

(1 )遺跡の概要

遺跡の位置 宿田南遺跡は盛岡市市街地の北西部， 北夕顔瀬町に存在する。東北新幹糠盛岡駅から青森方向
へ1.3回， 新幹線といわて銀河鉄道線の東側で， 標高133m， 比高 4m- 6mの独立した小台地に
立地する。 遺跡の西端には宿回甫経塚があり， 北西側には住吉神社が存在する。北側は低地を挟
んで160mで宿田遺跡のある滝沢台地甫辺に到達する。滝沢台地は岩手山の火砕流や降下火山灰
等で形成された台地であり， 東側は北上川， 西側は諸葛川に限られる。台地の南縁部には大館町
遺跡， 大新町遺跡， 小屋塚遺跡， 前九年遺跡， 宿回遺跡， 館坂遺跡が立地する。館坂遺跡より北
には安倍館遺跡， 上堂顕遺跡が存在する。

地形・地質 宿回南遺跡は東西220m， 南北100mの楕円形をなす台地で， 上面の標高は133mから135m。北
側は低地を挟んで滝沢台地に対峠する。本遺跡西端には喋石経塚の宿田南経塚が確認きれてい
る。遺跡の南東側には幅180m-250m， 長さ450m， 標高128m前後の低位段丘面が突出し こ の
段丘面は現状の北上川よりも 6mほど高く平坦な台地である。藩政時代の鹿角街道は城下夕顔

第2園 宿田南遺跡の位置(1: 50，1飢渇)

5 
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瀬の片原町からこの段正面に登り， 本遺跡中央を南北に切り通し. 南側の街道沿いの村は坊村と
呼ばれていた(註1 )。 本遺跡から坊村の東西は北上川と雫石川の旧河遣によって浸食されてい
る。 また遺跡北側の低地はより古い時代における北上111か雫石川の旧河道と推定され， 本遺跡か
ら坊村の段丘は周囲から独立した地形になっている。 本遺跡の北西部の住吉神社には市内住吉町
の住吉神社の故地と伝えられている。 この神社は盛岡砂子(星川生甫1874)によれば安倍氏討伐
の時源頼義勧請と伝承されている古社であるが， 寛政7 年(1795)ごろ盛岡城下の藤ケ森(住吉
町)に連座し， 現在に至っている。

2. 調査内容

(りこれまでの調査

昭和61年(1986)の宿田南遺跡第1次発掘調査は今回の調査区北西側で実施され， 時期不詳の
柱穴群と溝1条が調査されている(盛岡市教委1987)。 その後平成6年(1994)の第3次調査は遺
跡の西部で実施きれ， 時期不詳の構と柱穴が確認されている。 平成10年(1998)の第7次調査は
第1次調査の北側宅地で実施され， 古代以降の円形周溝と柱穴が確認されている。 平成18年

(2006)から平成19年(2007)にかけて実施した第9次調査では， 遺跡西端部で棟石経塚と近世
墓坑群， 区画溝治宝調査されている(盛岡市教委却10)。

(2)平成26年度の調査

平成26年(却14) 2月26日に今回調査地点に個人住宅新築のため発掘屈が提出され， 同年3月
18日に試掘調査を実施した。 その結果竪穴建物跡， 柱穴， 土坑が確認された。 本発掘調査は平成
26年 4月16日から同年5月28日まで実施し， 調査成果は後述の通りである。 報告書作成作業は平
成26年度から平成27年度末まで実施した。 今回の調査区は遺跡の南東側縁辺部に位置しており，
一部斜面に及んでいる。 敷地の北西部は第1次調査区であり， この部分の大半は排土置き場とし
て活用したが， 調査が進むにつれて排士量が多くなり. 土砂を反転しながら調査を進めた。

基本層序 表土(Ia層)は黒褐色土主体でO.20m-O.30mの深さがあり， 平坦部では表土直下が褐色ない
し黄褐色の地山(II層)となる。 また調査区南西部分では近代以後の削平箇所があり， この部分
では遺構が大きく削り取られていた。 これに堆積している土層Ib層は暗褐色土と黒褐色土， 黄
褐色土の混合土で， この地山は水性堆積の火山灰層の中に， 硬質の分れ火山灰層が破砕きれたよ
うな， 数十岨-1m以上の塊が多く混入している。 火山の岩屑なだれと土石流で形成されたよう
な土層で， 北側の滝沢大地南縁にある宿回遺跡や館坂遺跡のような， 整った層序の地山とは異な
る。

検出状況 今回確認された遺構はいずれもこのE層を掘り込んで構築されたものであり， 各遺構の掘り込
み面は後世の耕作等によって失われている。 さらに過去の住宅建築に伴う水道管. 下水管敷設に
よる揖乱も深く入っており， 遺構の残存状況はあまり良好ではない。



第3図 宿田南遺跡地形図(上:旧地形 下:現況地形)
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RE01竪穴建物跡(第4・5図)

位 置 調査区北東部 規 模 東西2.86m， 南北3.l0m 棟方向 N230 W 

重 複 RC04掘立柱列跡， RG05溝跡を切る。
平面形 隅丸方形プランで. 竪穴の面倒から出入口にかけては旧住宅の下水管によって大きく擾乱され

ているが. 南西隅が辛うじて残存していたため， 竪穴の全体形状は復元できた。竪穴の南辺西側
には出入口の張り出しがあり， 長さはO.80m， 幅は先端部で約1m， 竪穴との接続部分は1.35m
で， 南へ績やかな坂になっている。

埋 土 黒褐色土に褐色土ないしl暗褐色土の粒が混合する層相で， 人為的に埋め戻きれている。
壁の状態
床の状態

壁の残存高はO.25mからO.32mである。
床面は自然の硬さで平坦に造られており， 硬質部分などは認められない。床面の南西部に炉が

あり， 径O.55m-O.60mの円形で， 深さO.08mのレンズ状に掘りくほめられている。中央部に細
かな木炭粒が集まり， 東側には灰が厚さ2c皿程度堆積しているが， 焼土の形成は認められなかっ
た。炉の坦土は竪穴埋土のAl層に近い。

柱 穴 竪穴の面倒から出入口にかけては旧住宅の下水管によって大きく撹乱されているが， 四隅と各
辺の中央に柱穴があり， 計8本の牲で2問x2聞の柱配置である。柱穴のうちP2とP 7 は柱
の径がO.25m-O.27mと太く， 柱穴の深さもO.55m-O.ωmあって他の柱穴よりも深い。四隅のP
1 ，  P3， P 6 ，  P8はO.l5m-O.l8mの柱の太きで， 柱穴の深きはO.30m-O.45mo P 4 ，  P 5 
は小さく， 柱の太きがO.l2m-0.14m， 穴の深さがO.32m-O.38mである。柱穴の埋土は柱痕跡

(A層)が黒色土ないし黒褐色土主体， 柱穴掘形(B層)が暗褐色土と黒褐色土， 褐色土の混合
土である。

出土遺物 遺物は北側のP2の柱喪跡上部から第7図4の先が尖った鉄製品が出土したほか， 竪穴埋土か
ら第7 図1 -3の土師器曹の体部破片が出土している。内面に刷毛目が明瞭であることから， 奈
良時代かやや遡る年代の可能性があり， 遺構よりも年代の古い土器である。

RE02竪穴建物跡(第4・5図)

位 置 調査区南部 棟方向 N260 W 

規 模 南北2.80m-3.l0m. 東西2，印m-2.90m
重 複 南壁をP45に切られているほか， 竪穴南東隅がRD029土坑に切られている。
平面形 隅丸方形プランであるが， 竪穴の北壁と西壁の一部は下水管敷設により失われている。位置が

傾斜面にかかっており， 加えて近代以後に南西側を大きく撹乱されているため， 竪穴の甫半部が
削平されている。後述するP 7 から甫に周溝状の溝が張り出すが， REOl竪穴建物跡のような出
入口の張出しが存在したか否か明確ではない。

埋 土 竪穴の埋土は暗褐色土に褐色土， 黄褐色土， 黒褐色土の粒や塊が多く混入する土で人為的に埋
め戻されている。

壁の状態 北壁はO.38m残存しているが， 東西の壁は甫に行くほど低くなり， 粛壁は東半分でO.08mほど
残存するのみである。

床の状態 北西部分を除いた壁の内側には周溝が認められた。溝底部は起伏が有り， 特に束壁沿いは径
O.lOm -O.15mの小さな穴がつながって講を形成している。竪穴の床面は自然の硬さであり， 目
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第5図 調査遺構(1)
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立った硬質部分はない。南西側の 壁沿いには薄い張り 床が認められ， 周溝に 切られている。床南

西部の 炉は径 0.56mx 0.67mの不整円形で， 深さ0.06mのレンズ状に掘りくほめられている。炉

の底部中央にわずかな灰と， 棒状に集中する木炭粒が確認された。焼土は認められていない。炉

の埋土は竪穴埋土のA2層に近い。

柱 穴 柱穴は竪穴の四隅と各壁の中央にある。すべて壁の内側にあり， 規模はP2とP7が大きく深

く， 四隅のPl， P3， P6， P8とP4とP5がやや小さい。P2とP7は柱の太さ0.23m-

0.25m， 床からの深さ0.53m-0.62mである。P2は柱痕跡の上部が拡がり， P 7は竪穴埋土上

面からの掘り込みが柱穴上部に 及んでおり， 柱が抜き取 られている。P l， P3， P6， P8 

は柱の径が0.13m-0.20m 床からの深さが0.35m-0.42mである。P4とP5は柱の径が0. 18

m， 床からの深さ0.30m-0.39mである。P3の 柱痕跡は上部に 抜き取り穴が及んで いる。柱穴

の埋土のうち 柱痕跡(A層)は竪穴の埋土に近い土質で暗褐色土に黄褐色土， 褐色土， 黒褐色土

が混入する。柱穴掘形埋土(B層)は黒褐色土と黄褐色土 混合土である。

出土遺物 出土遺物は北 壁近くの 竪穴埋土A2層から第 7図 5の銅製銀銭の破片が 1点出土している。銭

銘は判読でき ない。

RB01掘立柱建物跡(第4・5図)

位 置 REOl竪穴 建物跡の東側にあり 大半が調査区外に伸びる。 棟方向 N31.50 W 

平面形 確認されたのは建物の西側柱筋 3間分と， 中央から西側へ張り出す 1間x 1聞の下屋である。

規 模 西側柱筋の総長は柱穴の芯々で 6.38m。 重複関係 RG05溝にPlが切られている。

柱間寸法 北から 2.04m， 2.12m， 2.22mである。西側下屋は側柱より1.24m出る。柱筋はやや西側へ開

き， この 柱聞す法は2.20mである。

柱 穴 柱穴， 柱痕跡ともに円形で， 柱穴規模は径 0.32m-0.40m， 深さは0.25m-0.78mとまちまちで

ある。柱痕跡の径は0.20m-0.25mである。柱痕跡埋土(A層)は黒色土 ないし 黒褐色土に褐色

土粒 や塊が混入する土， 掘形埋土(B層)は黒褐色土主体， または黒褐色土と褐色土の 混合土で

ある。



RCO 1 ....R C  0 7掘立柱列跡(第4図)

掘立柱建物跡として認められないが， 柱列を確認出来る遺構は7列存在する。 このうちRC04
柱列跡はRE Ol竪穴建物に切られているL字形の柱列である。 東西に3間以上， 南北に2間以上
あり. 調査区の北側， 西側へ延びてゆく柱列である。 またRC郎掘立柱列跡は揖乱で柱穴1口が
消滅しており. 南北5間以上の柱列である。 第 1次調査ではRG01溝と重複しているが， 新旧
関係は把握されていない。 この西側にはRC07掘立柱列跡があり， 他に東西方向の掘立柱列にR
COl， 02. 03， 05掴立柱列跡が存在する。 南北方向の柱列は北に. 東西方向の柱列は西側か東側
へ延びる遺構である。

RG05溝跡(第4・5図)

位 置 調査区東部 規 模 1.80m -220m 平面形 南北方向にのびる(調査区外)
重複関係 RBOl掘立柱建物跡を切り， REOl竪穴建物跡に切られている。
埋 土 A層が黒褐色士主体で褐色士がわずかに混入する。 B層は暗褐色士と褐色士が混合している。
壁の状態 深さはO.l5m-02Omで外傾して立ち上がる。 底の状態 おおむね平坦である。

RD29土坑(第5図)

位 置 調査区南東部 平面形 楕円形 規 模 南北0.70m， 東西O.84m
重複関係 REOl竪穴建物跡南東隅とRD30士坑の西壁を切る。
埋 土 暗褐色土主体で黒褐色土， 黄禍色土の粒が混入する。
壁の状態 深さはO.l2mで外傾して立ち上がる。 底の状態 おおむね平坦である。

RD30土坑(第5図)

位 置 調査区南東部 平面形 不整長方形 規 模 長軸1.90m， 短軸幅O.84m
重複関係 RZ02通路跡を切り. RD29士坑に切られる。
埋 土 暗褐色土と褐色士の混合士である。 壁の状態 探さはO.28mで外傾して立ち上がる。

RD31土坑(第4・6図)

位 置 調査区西部 規 模 長軸O.74m， 短軸O.40m-O.50m 
平 面形 2 つの土坑が重複したようなプランであるが， 土層断面では重複が確認できなかった。
埋 土 暗褐色士と黄褐色士の混合士であるが， 最上層には焼士粒が多く混入する。

RD32土坑(第5・6図)

位 置 調査区中央部 規 模 長軸O.卯m， 短軸O.54m
平面形 径0.48mの円形土坑に径0.60mの土坑が重複したようなプランであるが， 埋土に連続性がある

ことから1つの土坑とした。
埋 土 黒褐色土に焼土粒と褐色土粒ないし;塊が多く混入する。 出土遺物はないが， 古代の竪穴建物の

カマド煙道の煙出し部分に似ている。
壁の状態 深さは甫東側O.08m， 北西側O.28mで外領して立ち上がる。
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R Z 01. RZ02通路跡(第6図)

調査区南部の平坦部から斜 面部にかけて認められた 通路跡で 新旧2 面が確認されているo

iþlO.60m - l.Om 重複関係 RD30土坑と RD29土坑に掘り込まれている。

古い 時期の RZ02通路跡の 北端部は RE02竪穴 建物跡掘り込み 面よりも一層下から掘り込まれ

ており， RE02竪穴 建物跡よりも古い 通路跡である(第5図， 第6図)。古い 時期の RZ02通路

は斜 面下の調査区南西方向から北東方向に斜めに登り， L字形に屈曲して平坦部に入る。新しい

時期の RZ01通路跡は， RZ02通路とほぼ同じルートをたどるが， 斜 面下から小さな通路が北 側

へ分岐している。い ずれも路幅はO. 60m- 1 mで， 調査区西端ではIIb層下の地山 面が RZ02通

IIb層上 面が RZ01通路の路 面に相当する。IIa層の上 面も硬質であり， 平 面では把握でき な

かったが RZ01通路よりもさらに新しい 通路が重複していた可能性がある。
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(3)調査のまとめ

宿回南遺跡第11次調査では， この遺跡で初めて掘立柱建物勝と掘立柱列跡. 竪穴建物跡が確認
された。 竪穴建物跡 2棟は古 代末期から中世の城館跡や屋敷跡， 集落跡によく見られるもので，
厨川地域では稲荷町遺跡や里館遺跡， 安倍館遺跡(栗呑川城跡)など， 東北地方の中世城館跡で
数多く確認されている。建物用途としては工房や納屋， 貯蔵庫などが考えられている。 本遺跡の
2棟は桁行 2問， 梁 間 2聞の柱配置であり. 柱の大きさから南北棟の切妻屋根の妻入りで， 南側
妻の西半分を出入口としている。 内部床面には出入口側に炉があり， ここで灯りや暖をとるよう
になっている。建物床面のうち， 出入口側の炉の周囲 1間四方の部分は土聞と推定され， のこり
4 分の 3 の部分は土座か板敷きと推定できる。 RE Ol竪穴建物跡のみ明確な張り出しの出入口が
確認されたが， RE 02竪穴建物も炉の位置からみて同様の出入口が存在した可能性がある。 出土
遺物はREOl竪穴建物からは尖頭状の鉄製品1 点， RE 02竪穴建物からは中 国銭を写した鍾銭の
破片が1 点出土しているのみである。 鑑銭の出土から時代は概ね16世紀代に位置づけられる。 竪
穴建物跡に先行する遺構にRG05溝跡， RBOl掘立柱建物跡， RC04掘立柱列跡， RZ 02通路跡
がある。 RZ02通路跡は. 竪穴建物以前から南斜面からの登り遣が存在したことを示し， 掘立柱
建物跡， 柱列跡は竪穴建物 2棟に先行する建物や区画施設が存在したことを示す。 この先行する
遺構群の年代がどこまで遡るのか， またこの台地の上でどこまで拡がりを持つものなのかは， 周
辺域の発掘調査を待たなければ判明しない。 土坑のうちRD31 .  32の 2基については. 遺構の形
状と大きさ， 埋土のあり方から， 古代の竪穴建物に伴うカマド煙道の煙出しである可能性がある
も， 竪穴部分は痕跡すら確認されておらず確定できない。 またREOl竪穴建物跡の埋土からは，
奈良時代かそれ以前の土師器聖体部の破片が3点出土している。 調査区北側の第7次調査では径
6 mほどの円形周溝らしい溝が確認されている。 これらの事実から， この台地上に奈良時代あ
るいはやや遡る時代の古墳や集落が春在し， 後世の造成と削平によって， 遺構の上部が失われ
た可能性がある。 今回の調査で明確になったこ とは， 台地上に中世後半期の建物群が営まれて
いたことで， これは当時の屋敷か城館の一部である可能性が高い。 この台地は周囲から独立し
た地形になっており， 城館や屋敷などが立地しやすい地形である。 遺跡の北西側の低地には，
かつて堀跡か小河川の跡とみられる地割が存在しており， 今後は周辺地形や地割を含めた遺跡
の範囲の検討， 遺跡内の建物群の構成や変遷の把握が課題となろう。

註1 I慶応年間盛岡城下回J (もりおか歴史文化館収蔵)

引用文献
星川生甫1 874年「盛岡砂子J r南部叢書第一巻』南部叢書刊行会1 927所収
盛岡市教育委員会1987年3月「宿田南遺跡J r盛岡市埋蔵文化財調査年報一昭和60・61年度ー』所収
盛岡市教育委員会加 1昨 3月『盛岡市内遺跡群一平成1 8・1咋度発掘調査報告書ー宿田甫経塚(宿田南遺跡)J 

(室野 秀文)
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宿国間漕跡遺'

鹿廊年聞の天昌寺~タ鰻誠付近〈識下及近在国 膳応年間 もりおか歴史文化館蔵より一部拡大)
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宿田甫遺蹟第11浪調査区オルソ画像

RE01 H穴量物跡全景 RE02竪穴建物跡全景

RE01.w冗量調陣出土盤製品・RE02聖冗量暢臨品土語鋪 RE01 H穴建物跡出土土師器聾

却
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